
阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業

第３回事業検討会

2021年10月28日（木）、31日（日）

場所：開田自治会館 3階会議室



１．これまでの検討経過について

２．まちづくりの実現に向けた検討の流れについて

３．今年度の進め方について

４．まちづくりの考え方について

５．まちづくりの将来像（案）について

第３回事業検討会の目的と説明内容

【本日の目的】

【本日の説明内容】

駅西地区のまちづくりを実現していくためには、本地区のまちづくりの将来

像を権利者の皆さまと共に考え、構築し、共有する必要があります。

今年度、まちづくりの将来像を具体化した市街地整備方針を検討していくに

あたり、そのたたき台となる考え方を提案し、皆さまのご意見を伺います。
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（参考）今年度の業務委託会社について
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【実施体制】
○検討業務の委託先：株式会社アール・アイ・エー 大阪支社

※京都府内のまちづくり実績：長岡京駅西口地区(バンビオ)【H18事業完了】

JR向日町駅周辺地区【事業中】

○担当スタッフ紹介

全国で培ったまちづくりの実績を活かし、

地元の声を引き出し、地域性を重視した実現性の高い計画を提案いたします。

〔統括責任者〕 〔担当技術者〕

〔担当技術者〕 〔担当技術者〕

今年度の業務委託会社
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【まちづくりの実績】

今年度の業務委託会社
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※地域の方々とまちづくりの視点から全国で200地区以上の再開発事業を実現してきました。



１．これまでの検討経過について
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阪急長岡天神駅周辺整備基本計画の策定 〔2019年3月〕

第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕

①まちづくり基本調査、将来意向アンケート調査の報告

②土地区画整理事業施行区域内の重点整備地区の提案

③長岡天神駅周辺地区で想定されるまちづくりの手法

長岡天神駅周辺まちづくり基本構想の策定〔2018年3月〕

長岡天神駅周辺まちづくり協議会の設立 〔2015年7月〕

第１回～第２回 事業検討会 〔2020年度〕

①鉄道高架化の方法（連立方式の施工手順）

②駅西地区の市街地整備手法（案）の提案

③駅西地区の補助幹線道路、駅前広場の計画（案）の提案

これまでの検討経過
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－ 阪急長岡天神駅周辺整備基本計画－
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【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

ーまちづくりのコンセプトー 〔P8〕

ーまちづくりの目標ー 〔P8〕

これまでの検討経過
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【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

①安全・安心で楽しく回遊できるひとにやさしいまち

ーまちづくりの目標ー 〔P8〕

東西市街地の一体化や歩行者、公共交通機関が優先された道路空間の創出による

誰もが安全で安心して楽しく回遊できるまちを目指します。

これまでの検討経過
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ーまちづくりの目標の実現に向けた主な取り組みー 〔P9～11〕

【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

・地区を訪れた人々が歩いて楽しい、快

適さを感じるまちとなるよう、歩行者

が主体の交通ネットワークの形成をめ

ざします。

・地域に根差した商店街を活かしていく

ため、駅周辺の道路網強化に合わせた

歩行者空間（歩道）を整備し、ひとと

まちがつながる回遊軸を確保します。

・ひと中心のまちづくりを進めるため、

できる限り駅前への車両を抑制した駐

車場整備を推進します。

これまでの検討経過
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【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

・交通結節機能の強化を図るため、阪急

長岡天神駅の東西両側に交通特性に応じ

た駅前広場を整備します。

・駅へのアクセス性を高めるとともに、

住宅地内への通過交通を抑制するため、

補助幹線道路を整備し、市街地の南北動

線を誘導します。

・歩行者･自転車等の安全性の確保を図り

ます。

これまでの検討経過
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ーまちづくりの目標の実現に向けた主な取り組みー 〔P9～11〕



【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

阪急長岡天神駅周辺を利用する誰もがアクセスしやすく利用しやすい空間とするこ

とで、駅とまちの賑わいをつなぐ人の流れを生み出し、多くの市民や観光・ビジネス

による来訪者など多様な人々が集い交流するまちを目指します。

②駅を中心として人が集い交流するまち

これまでの検討経過
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ーまちづくりの目標ー 〔P8〕



【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

・駅周辺は、広場の整備とあわせて、地

域の玄関口として、まちの景観を形成

し、人々が集い、賑わいに触れられる公

共空間を創出します。

・駅前広場を中心とした公共空間を様々

な世代の人々が、憩い･交流･活動の場

として利用できる「にぎわいの拠点」と

して整備します。

・駅へのアクセス機能を充実させ、利便

性の高いエリアを形成します。

これまでの検討経過
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ーまちづくりの目標の実現に向けた主な取り組みー 〔P9～11〕



【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

③長岡天神らしい歴史と賑わいを感じるまち

多くの人々が訪れる長岡天満宮や西山の景観など、長岡天神らしさを表す地域資源

を活かしながら、来訪者に回遊する楽しみをもたらす商店街の充実や、まちの玄関口

にふさわしい都市機能を集積し、賑わいを創出する歴史と賑わいを感じる個性あるま

ちを目指します。

これまでの検討経過
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ーまちづくりの目標ー 〔P8〕



・土地の高度利用を図り、商業･業務･医療

･福祉･文化･交流機能や複合型中高層住宅

等を集積し、医･商･住が一体となった賑

わいのある都心拠点を形成します。

・阪急長岡天神駅の東西両側に、駅前広場

を中心に“長岡天神らしさ”を感じさせ

る、まちの顔にふさわしいシンボリック

な景観を形成します。

・駅東西のそれぞれの特性に応じた、賑わ

いや潤いのある景観を形成します。

【阪急長岡天神駅周辺整備基本計画】

これまでの検討経過
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ーまちづくりの目標の実現に向けた主な取り組みー 〔P9～11〕



－第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕－
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①まちづくり基本調査の報告

阪急長岡天神駅周辺地区の将来像を踏まえながら、駅西地区の抱える課題を整理し、

「課題の解決」及び「良好なまちなみ形成」を実現するための有効な方策を検討･検証

するための材料とします。

これまでの検討経過

-17-



【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①まちづくり基本調査の報告

これまでの検討経過
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①将来意向アンケート調査の報告

開田土地区画整理事業の施行区域（約48.7ha）内の土地又は建物所有者を対象に

「区域の見直し」や「今後取り組んだ方が良いと思うまちづくりの施策」、「事業後

の土地･建物の所有」の考え方について、アンケートを実施しました。

これまでの検討経過

※駅西地区
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①将来意向アンケート調査の報告

総数 知っていた 知らなかった無回答
572 237 332 3
- 41.4% 58.0% 0.5%全体

総数
区域を見直し
た方が良い

区域の見直し
は不要 無回答

572 328 226 18
- 57.3% 39.5% 3.1%全体

これまでの検討経過
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①将来意向アンケート調査の報告

総数

駅前広場
の整備

公園整備
ゆとりある
空間創出

容積率の
見直し

複合施設
の誘導

建物の共
同住宅化

敷地の細
分化抑制

歩道のある
道路整備

車両が離
合できる
道路整備

交通量の
抑制

地区内道路
網の改良

分から
ない

特にない その他 無回答

572 111 65 97 167 107 35 86 235 141 97 134 32 40 44 14
- 19.4% 11.4% 17.0% 29.2% 18.7% 6.1% 15.0% 41.1% 24.7% 17.0% 23.4% 5.6% 7.0% 7.7% 2.4%

これまでの検討経過
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①将来意向アンケート調査の結果報告

これまでの検討経過

※駅西地区
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①将来意向アンケート調査の結果報告

これまでの検討経過

※駅西地区
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

①将来意向アンケート調査の結果報告

これまでの検討経過

※駅西地区
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【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

②土地区画整理事業施行区域内の重点整備地区の提案

これまでの検討経過

-25-

地区の現状や問題点、将来意向アンケート調査による地区内の皆さまのご意見を

踏まえ、優先的に市街地整備を検討すべき「重点整備地区」を提案しました。



【第１回～第３回 意見交換会 〔2019年度〕】

ー主な内容ー

③長岡天神駅周辺地区で想定されるまちづくりの手法

これまでの検討経過
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-27-

－第１回～第２回 事業検討会 〔2020年度〕－



【第１回～第２回 事業検討会 〔2020年度〕】

ー主な内容ー

①鉄道高架化の方法（連立方式の施工手順）

阪急線の高架化について、長岡京市としては、まちづくり展開への影響が少ない

『仮線方式』が望ましいと考え、まちづくりを検討しています。

これまでの検討経過
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【第１回～第２回 事業検討会 〔2020年度〕】

ー主な内容ー

②駅西地区の市街地整備手法（案）の提案

・連続立体交差事業の影響が少ないため、先行的にまちづくりを推進。

・目指すまちを実現する事業手法は、敷地を共同化して高度利用し、駅前広場等の公

共施設や賑わい空間を生み出す『市街地再開発事業等』の適用必要性が高い。

これまでの検討経過

-29-

権利変換方式

注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。
連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。



【第１回～第２回 事業検討会 〔2020年度〕】

ー主な内容ー

③駅西地区の補助幹線道路、
駅前広場の計画（案）の提案

＜補助幹線道路：幅員12.0m＞

これまでの検討経過
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２．まちづくりの実現に向けた検討の流れについて
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まちづくりの実現に向けた検討の流れ

まちづくりを着実に実現していくためには、計画内容の検討熟度に応じて

「地権者の皆さまとの合意形成」や「行政などの関係機関との協議･調整」を

繰り返し、まちづくり（事業の内容）に対する理解を得ながら、進めていく

必要があります。

【市街地整備事業等の一般的な検討の流れ】

まちづくりの検討を始めるための将来像の共有STEP１

地権者の皆さまの意見を踏まえながら、「まちづくりの方針」や

「駅前広場や道路空間、建物計画等のあり方」など、皆さまで共有･

共感できる『まちづくりの将来像』を検討します。

まちづくりの推進を判断するための西地区整備計画の作成STEP２

個別面談等による合意形成（具体的な検討を行うための組織を設立するかどうか判断）

※現在はこの段階です。
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まちづくりの実現に向けた検討の流れ

まちづくりの推進を判断するための西地区整備計画の作成STEP２

地権者の皆さまで検討組織を設立し、「事業範囲」「事業手法」

「施設計画」「都市計画」「事業性」などの方針を検討し、事業を推

進するかどうかを判断するための『西地区整備計画』を作成します。

説明会・個別面談等による合意形成（事業化向けた検討を深めていくかどうか判断）

【1.0年～

1.5年程度】
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まちづくりの実施を判断するための事業推進計画の作成STEP３

地権者の皆さまで事業の実施に向けた準備組織を設立し、「事業

範囲」「事業手法」「都市計画」の内容を確定します。

併せて「施設計画」「事業性」の深度化を行い、事業を実施する

ための都市計画手続きを進めるかどうかを判断するための『事業推

進計画』を作成します。

まちづくりを実現していくための都市計画手続きの実施STEP４

説明会・個別面談等による合意形成（都市計画手続きを行うかどうか判断）

【1.0年～

1.5年程度】



STP３
まちづくりを実現していくための都市計画手続きの実施STEP４

地権者の皆さまの合意形成の状況を踏まえ、土地区画整理事業に関

する都市計画の変更をはじめ、事業を実現していくための前提とな

る都市計画を定めるための手続きを長岡京市で実施します。

まちづくりの実現に向けた検討の流れ

事業計画等の作成、合意形成、事業認可手続きSTEP６

明渡し、工事着手STEP９

【0.5年程度】
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市街地整備事業等の都市計画決定STEP５

明渡しに向けた合意形成、法定手続きSTEP８

市街地整備事業等の事業認可STEP７

【2.0年～

2.5年程度】

【1.5年～

2.0年程度】



３．今年度の進め方について
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今年度の進め方について

駅西地区のまちづくりの実現に向けて、今年度は下記を目標として取り組みます。

①まちづくりの推進に向け、「計画内容を更に検討していくため」に地権者

の皆さまで構成される検討組織の設立を目指します。

②検討組織の設立に向けた判断材料の一つとして、地権者の皆さまの意見を

踏まえた駅西地区の「まちづくりの将来像（案）」をとりまとめます。
-36-

まちづくりの検討を始めるための将来像の共有STEP１

地権者の皆さまの意見を踏まえながら、「まちづくりの方針」や

「駅前広場や道路空間、建物計画等のあり方」など、皆さまで共有･

共感できる『まちづくりの将来像』を検討します。

まちづくりの推進を判断するための西地区整備計画の作成STEP２

個別面談等による合意形成（具体的な検討を行うための組織を設立するかどうか判断）



今年度の進め方について

第３回事業検討会 〔本日〕

今年度の目標の達成に向けて、下記の検討を行います。

市街地整備事業等を行う場合の計画条件の整理

①まちづくりの方針

②これからの駅前空間のあり方、回遊ネットワークのあり方

③これからのまちに必要な機能のあり方

意見交換会 〔11/22～28〕

※①地区内にお住まいの方、 ②地区内で店舗を営業されている方、

③お持ちの建物を住宅や店舗として賃貸されている方、 ④お持ちの土地を駐車場や駐輪場として運営されている方 -37-

上記で整理した「まちづくりの方針（たたき案）」やこれからのまちにと

って必要と考える「駅前広場や道路空間、建物計画のあり方（たたき案）」

などの『まちづくりの将来像（たたき案）』について提案します。

本日提案した『たたき案へのご意見』や『まちづくりに対するお考え』を

地権者の皆さまの所有形態（※）に応じた小規模な単位でお伺いします。



今年度の進め方について

第４回事業検討会 〔1月下旬～2月頃〕

個別面談 〔2月下旬～3月頃〕

個別面談での地権者の皆さまのご意向を踏まえて、

更に検討していくための組織を設立するどうかを判断していただきます。 -38-

たたき案に対する地権者の皆さまのご意見を踏まえて「まちづくりの方針

（案）」をとりまとめます。また、まちづくりの方針を踏まえて、「駅前広

場や補助幹線道路、建物の規模や用途の計画イメージ（案）」などの『まち

づくりの将来像（案）』について提案します。

上記で提案した『まちづくりの将来像（案）』に対する皆さまのご意見を

お伺いします。また『地権者の皆さまで検討組織を設立し、検討を深めてい

くこと』に対するお考えもお伺いします。



４．まちづくりの考え方について

-39-



まちづくりの考え方について
まちづくりの将来像を考えていくにあたり、その検討材料の一つとして、

次の４つの視点での考え方を本日ご説明いたします。

-40-

阪急京都線の高架化後の

まちのイメージ

長岡京市として

長岡天神駅周辺に期待すること

これからのまちづくりの

トレンド

地域の皆さまの

長岡天神に対する思い
（※本日説明後、次回意見交換会
などでお伺いいたします。）



－長岡京市として長岡天神駅周辺に期待すること－

-41-



上記のうち、居住や医療・福祉・子育て・商業などの様々な都市機能の立地と

公共交通の充実等に関する包括的なマスタープランとなる『長岡京市立地適正化

計画』について、その概要を説明します。

【長岡京市として長岡天神駅周辺に期待すること】

ーまちづくりに関する長岡京市の主な計画ー

・長岡京市第４次総合計画 〔2016年3月〕

・第二期長岡京市都市計画マスタープラン 〔2016年3月〕

・長岡京市立地適正化計画 〔2017年4月〕

・長岡京市地域公共交通ビジョン〔2013年7月〕

・長岡京市自転車活用推進計画 〔2021年3月〕

・長岡京市景観計画 〔2018年12月〕

・長岡京市みどりの基本計画 〔2017年3月〕

・その他

-42-

まちづくりの考え方について



●子どもを生み育てたいと思えるまちづくりの推進

●都市施設の更新と再配置などによる都市環境の充実、

コンパクトシティとしての魅力向上

【長岡京市として長岡天神駅周辺に期待すること】

ー長岡京市立地適正化計画 〔2017年4月策定〕ー

都市活力が保たれた“選ばれるまち”を目指す

【市全体のまちづくりの方針】

2030年における人口『８万人』の実現

（※2021年9月時点：81,187人 ⇒ 2030年推計値：77,281人）
-43-

まちづくりの考え方について



【長岡京市として長岡天神駅周辺に期待すること】

【長岡天神駅周辺のまちづくりの方向性】 ※中心拠点（長岡天神駅周辺を含む都心ゾーン）

・子育て支援施設の整備、子育てに関する相談･支援･交流の場の提供

・高齢者の健康増進と生きがいづくりの支援、医療･介護の充実

・『中心拠点』を中心に設定する都市機能誘導区域に生活サービス施設を

立地誘導し、効率的に生活サービスを提供

・京都と大阪の両都市への交通アクセスに恵まれた立地特性を活かし、

子育て世代（20～40代）の移住･定住の促進

市民生活を支援する『商業・福祉・医療・教育サービスや

交流などの機能』と『居住機能』の集積・強化を図る。

-44-

まちづくりの考え方について

ー長岡京市立地適正化計画 〔2017年4月策定〕ー



－阪急京都線の高架化後のまちのイメージ－
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【阪急京都線の高架化後のまちのイメージ】

ー『阪急長岡天神駅周辺整備基本計画』策定時の検討内容ー

【交通施設配置の考え方】

公共駐輪場の配置イメージ路線バス停留所の配置イメージ

路線バス停留所（現位置）

-46-

まちづくりの考え方について

コミュニティバス、
タクシー、乗用車の
利用を検討します。 乗用車の利用を

検討します。



ー『阪急長岡天神駅周辺整備基本計画』策定時の検討内容ー

【駅舎（高架）下通路の考え方】

・駅前広場との一体的な空間づくり

により、人が滞留･交流する空間を

より広く確保し、魅力ある空間にす

ることを目指します。

・また歩行者のみ通行可能な空間と

することで、回遊可能な歩行空間を

整備し、新たな交流の場の形成を目

指します。

【阪急京都線の高架化後のまちのイメージ】

-47-

駅前
広場

駅前
広場

右折レーン
を検討

西友 リバティ長岡

イズミヤ

歩行者のみ通行可能

補助幹線道路

土地活用検討エリア

〈土地活用検討エリア〉
駅近くにおいて、駅前広場・道路の整備や鉄道の立体
化を契機に、土地の有効活用、都市機能の立地を検討
するエリアを「土地活用検討エリア」とします。

まちづくりの考え方について



ー『阪急長岡天神駅周辺整備基本計画』策定時の検討内容ー

【西側駅前広場の空間形成方針の考え方】

【阪急京都線の高架化後のまちのイメージ】

長岡天満宮や八条ヶ池等への観光の出発点として、

市民だけでなく観光客も楽しめる拠点

来訪者･市民が交流する、
楽しさを実感する

長岡天神らしさを見せる、
まちのシンボルとなる

回遊の起点、
駅と周辺をつなぐ

（事例：伊勢崎駅南口）（事例：伊勢市駅前広場）（事例：長野駅善光寺駅前広場） -48-

まちづくりの考え方について



－これからのまちづくりのトレンド－

-49-



【これからのまちづくりのトレンド】

ー国土交通省が検討している今後の市街地のあり方ー

-50-

まちづくりの考え方について

社会･経済状況の変化

価値観･ライフスタイルの多様化

○シェアリング･エコノミーの拡大

○「モノ消費」から「コト消費」へ

○所有よりも利用･経験に価値 など



【これからのまちづくりのトレンド】

ー国土交通省が提唱する今後のまちづくりのあり方ー

官民のパブリック空間をウォーカブルな人中心の空間へ

転換･先導し、民間投資と共鳴しながら

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を形成

（求められる主な視点）

・通過交通をまちなか外へ誘導するための外周道路整備等

・都市機能や居住機能の戦略的誘導と地域公共交通ネットワークの形成

・拠点と周辺エリアの有機的連携

・人流･交通流･都市活動に係るデータプラットフォームの構築等

【『居心地が良くなる歩きたくなるまちなか』からはじまる都市の再生】〔2019年6月〕

※長岡京市は「ウォーカブル推進都市」に指定されています。
-51-

まちづくりの考え方について



【これからのまちづくりのトレンド】

-52-

まちづくりの考え方について



【これからのまちづくりのトレンド】

ー国土交通省が提唱する今後のまちづくりのあり方ー

「空間」・「機能」確保のための開発から、

「価値」・「持続性」を高める複合的更新へ

（求められる主な視点）

・公民多様な主体が連携し、エリアのビジョン（将来像）を構築･共有する。

・人間中心で持続可能な、安全で魅力的なまちづくり

・段階的･連鎖的に展開することで、エリアの中で取組を循環させ、エリア全体

としての持続的な更新と価値向上を図る。

【市街地整備 2．0】〔2020年3月〕

-53-

まちづくりの考え方について



【これからのまちづくりのトレンド】

・多数かつ多様な人々がつどい、つなが

ることが契機となり、そこでつながっ

た人々がアクティビティを起こし、継

続し、さらには自律的･連鎖的に展開し

始めるなど、市街地を「使いたおす」

ことでエリアの価値が向上

・エリアで展開される多様な人々の様々な

アクティビティをフィードバックし、

人間中心で多様性に富んだ空間につく

りかえることが重要

-54-

まちづくりの考え方について



【これからのまちづくりのトレンド】

ー国土交通省が提唱する今後のまちづくりのあり方ー

駅、駅前広場、自由通路といった

交通結節機能に関する施設を周辺

街区と『空間の共有』や『機能の

連携』を行う『駅まち空間』とし

て一体的に捉える

【駅まち再構築事例集】〔2020年7月〕

-55-

まちづくりの考え方について



【これからのまちづくりのトレンド】

（駅まち空間として備えるべき機能）

-56-

まちづくりの考え方について



【これからのまちづくりのトレンド】

（駅まち空間と周辺市街地における一般的な機能配置）
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まちづくりの考え方について



５．まちづくりの将来像（案）について
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まちづくりの将来像（案）について

【まちづくりの方針（たたき案）】

多様な暮らしのシーンに彩られた

“暮らしたくなるまち”の創出

“まちの誇りとなる”

誰もが快適に利用できる

駅前拠点空間の整備

“まちと駅をつなぐ“

人を中心とした

回遊ネットワークの形成

“多様な暮らしを支える“

まちのニーズに応えた

都市機能の導入

-59-※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



【“まちの誇りとなる”誰もが快適に利用できる駅前拠点空間の整備】

＜現在の計画図＞ ＜第２回事業検討会提示案（素案）＞

・開田地区土地区画整理事業

（昭和32年都市計画決定）

の区域内には都市計画法第

53条に基づく建築制限が存

在している。

駅前拠点空間 【提案】

都市機能の高度化･集約化
を検討する区域 【提案】

交通広場 【提案】

-60-

まちづくりの将来像（案）について



駅前拠点空間【提案】

都市機能の高度化･集約化
を検討する区域 【提案】

西側交通広場【提案】

都市機能の高度化･集約化
を検討する区域【提案】

東側交通広場（想定）

・東西の交通広場を直線的につなぐまとまりのある歩

行者中心の空間を検討し、阪急京都線の高架化によ

る”駅東西のまちのつながり“を強化します。

・東西に連続したまとまりのある駅前拠

点空間の整備に合わせて、地区南側に

宅地を再編し、都市機能の高度化、集

約化を図ります。

・東側交通広場や駅前拠点空間との

連続性を踏まえ、交通広場の位置

を再検討します。

-61-

【“まちの誇りとなる”誰もが快適に利用できる駅前拠点空間の整備】

〔駅前拠点空間を強化･拡充するための土地利用の提案（たたき案）〕

まちづくりの将来像（案）について

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



（イメージ）

-62-

まちづくりの将来像（案）について

【“まちの誇りとなる”誰もが快適に利用できる駅前拠点空間の整備】

南池袋公園（東京都豊島区）

日向市駅前広場（宮崎県日向市）

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



-63-

まちづくりの将来像（案）について

【“まちの誇りとなる”誰もが快適に利用できる駅前拠点空間の整備】

（イメージ）

中池袋公園〔ハレザ池袋〕（東京都豊島区）

虎ノ門ヒルズ（東京都港区）

星ヶ丘テラス（愛知県名古屋市）

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



長岡天満宮

アゼリア通り

天神通り

補助幹線道路 （想定）

補助幹線道路 （想定）

・駅へのアクセス性を高めるとと

もに、住宅地内への通過交通

を抑制するため、アゼリア通

りと天神通りを結ぶ補助幹線

道路を整備します。

・路線バス利用者の駅へのアクセス性

を高めるため、高架化後にバス停留

場の移設を検討します。

-64-

まちづくりの将来像（案）について

【“まちと駅をつなぐ“人を中心とした回遊ネットワークの形成】

〔自動車のネットワークの考え方（たたき案）〕

西側交通広場 （想定）

・コミュニティバス、タクシー、

乗用車の利用を検討します。

東側交通広場 （想定）

・乗用車の利用を検討します。

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



長岡天満宮

アゼリア通り

天神通り

補助幹線道路 （想定）

補助幹線道路 （想定）

・補助幹線道路は歩行者と自転車の

動線が交錯しないよう両側に歩道

を整備します。
公共駐輪場 （想定）

・自転車の不要な流入を抑制した人中心の駅前

空間とするため、高架下などの地区外周部

に駅利用者のための駐輪場を整備します。

公共駐輪場 （想定）
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まちづくりの将来像（案）について

【“まちと駅をつなぐ“人を中心とした回遊ネットワークの形成】

〔自転車のネットワークの考え方（たたき案）〕

民間駐輪場は駅前拠点空間の整備に合わせて、
自転車ネットワークを考慮し、再配置を図ります。

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



長岡天満宮

アゼリア通り

天神通り

補助幹線道路 （想定）

補助幹線道路 （想定）

・駅や駅前拠点空間と長岡天満宮をつな

ぐ歩行者の回遊動線を検討します。

・駅や駅前拠点空間とアゼリ

ア通りをつなぐ歩行者の回

遊動線を検討します。
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まちづくりの将来像（案）について

【“まちと駅をつなぐ“人を中心とした回遊ネットワークの形成】

〔歩行者のネットワークの考え方（たたき案）〕

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



日々の暮らしを支える
生活利便施設を中心に検討
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まちづくりの将来像（案）について

【“多様な暮らしを支える“まちのニーズに応えた都市機能の導入】

〔施設計画の検討を行う上での基礎となる都市機能･導入用途（たたき案）〕

西側交通広場

駅前拠点空間

東側交通広場

特急停車駅前の利便性を
活かした良好な

都市型住宅を中心に検討

駅前拠点空間と連携した
まちに開かれた

交流・滞留施設を中心に検討

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。
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まちづくりの将来像（案）について

【“多様な暮らしを支える“まちのニーズに応えた都市機能の導入】

“暮らしたくなるまち”となるために

『＋αの付加価値』をどう考えていくか？

例）特徴的な地域資源である
みどりを積極的に活用した体験の場

（農園、菜園、庭園など）

例）ここならではの体験を
テーマにした文化･交流･賑わい施設
（環境をテーマとした学びの場など）

※地権者の皆さまで検討いただくためのたたき案であり、伺ったご意見等を踏まえて、関係機関との調整･協議を進め、更に検討を深めていきます。



本日ご説明した内容について、

皆さまの率直なご意見やご感想をお聞かせください。
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阪急京都線の高架化後の

まちのイメージ

長岡京市として

長岡天神駅周辺に期待すること

これからのまちづくりの

トレンド

地域の皆さまの

長岡天神に対する思い
（※本日説明後、次回意見交換会
などでお伺いいたします。）

まちづくりの将来像（案）について


